


要約:児の予後を悪くする因子の一つである重症妊娠高血圧症を予防する目的で当科では

食事療法による妊婦の体重制限を行っている。この食事療法の効果をみるため過去 5年間

の Retrospective な検討を行った。初産婦 1375 名,経産婦 1034 名を慢性高血圧症の有無

によりそれぞれを 2群に分け、さらに重症高血圧発症の有無により細分化し、各群の平均

血圧・体重の推移を検討した。その結果慢性高血圧症を有する初産婦 38 名よりは 25 名の、

経産婦 37 名からは 25 名の重症高血圧症が発症した。慢性高血圧症を有しない初産婦 1337

名からは 14名の、経産婦 1034 名からは 2名の重症高血圧症が発症した。いずれの重症妊

娠高血圧症においても妊娠後半期での血圧上昇に伴って体重の増加が著明であり、妊娠を

通じての体重増加は正常血圧群が 8～9kg 以内であるのに対し１０㎏以上の体重増加がみ

られている。従って妊婦の体重コントロールを厳重に行うことにより重症妊娠高血圧症の

発症が予防されることが示唆された。


